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 横浜市繁殖センターは、希少動物の繁殖や研究を行う非公開施設として、カンムリシロ

ムク、カグー等の希少動物を飼育し、その繁殖と飼育下で累代的に維持していくことに努

めている。また、国内の動物園としては初めての研究を目的とした実験施設を備え、希少

野生動物の亜種判定や個体間あるいは種間の近縁関係、雌雄判別などに関する遺伝子解析

や繁殖のための性ホルモンの定量など、様々な分野での「種の保存」に係わる研究を行う

ほか、横浜市立動物園の動物からの精子や卵子の収集・凍結保存等を行っている。  

本報告書では、平成 26年度に繁殖センターが実施した研究事業について報告する。なお、

希少動物「種の保存」共同研究事業推進委員会運営要領（平成 22 年 4 月 28 日制定）に基

づく横浜市立動物園 3 園（野毛山動物園、金沢動物園、よこはま動物園）との共同研究に

ついては、「3園共同研究」として本文中に明示する。 

 

＜要約＞ 

平成 26 年度は、希少野生動物の精子 4種、体組織 35 種 52 点の凍結保存を行なった。ま

た、よこはま動物園、野毛山動物園および繁殖センターで飼育されている 8 種について糞

中ステロイドホルモン濃度を測定した。 

一方、DNA 関連研究として、横浜市立動物園の飼育鳥類７種 35 羽および哺乳類 2 種 2 頭

について DNA による雌雄判別を行った。さらに、横浜市立動物園の飼育鳥類１種について

mtDNA やマイクロサテライト DNA による親子判定を行った。 
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１ 糞中ステロイドホルモン測定による妊娠診断、発情周期の解明 

（3 園共同研究） 
 

平成 2６ 年度は、よこはま動物園、金沢動物園および繁殖センターで飼育されている８種に

ついて測定を行なった。（表１）。 

また、横浜市環境創造局と岐阜大学農学部（現 応用生物科学部）間の共同研究協定書 に

基づき、ゴールデンターキン、ニホンカモシカ、インドゾウ（よこはま動物園、金沢動物園）、

インドサイ、アラビアオリックス、ホッキョクグマ、ユーラシアカワウソ、シロテテナガザ

ル、オランウータン、アカアシドゥクラングール、フランソワルトンの糞中ステロイドホル

モン（もしくは血中、尿中ステロイドホルモン）動態について、岐阜大学応用生物科学部動

物繁殖学研究室と共同研究している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 26 年度 性ホルモンの測定結果 
 

繁殖センター 

石井裕之 大沼友有子 

研究補助 瀬尾亮太 雨宮勇斗 堀田裕子 
 

 

繁殖センターでは酵素免疫測定法にて、横浜市内 3動物園で採取した排泄物から性ホル 

モンやその代謝物を抽出し、測定を行っている。性ホルモンを測定する目的は、妊娠の早

期発見や繁殖適期の特定など飼育下野生動物の繁殖生理を解明し、その飼育管理を改善す

ることにある。 

平成27年 3月 31日現在、繁殖センターで性ホルモンを測定した動物は表１の通りである。

性ホ ルモンは自家製キットを使用して、♀はプロジェステロン（P4）もしくはプレグナン

ジオール（PdG）とエストラジオール17β（E2）を、♂はテストステロンを測定した。 

 測定値をグラフ化したものを図１から図１２に示した。 

 
 

表１ H26年度 繁殖センターで性ホルモンを測定した動物種 
 

動物種 個体番号・愛称 性別 所属園 検体 測定ホルモン 

スマトラトラ No.4 デル ♀ よこはま動物園 糞 プロジェステロン 

エストラジオール 17β 

ウンピョウ No.17 イーナ ♀ よこはま動物園 糞 プロジェステロン 

エストラジオール 17β 

ウンピョウ No.23  マリン ♀ よこはま動物園 糞 プロジェステロン 

テングザル No.1 キナンティ ♀ よこはま動物園 糞 プロジェステロン 

プレグナンジオール 

エストラジオール 17β 

テングザル No.3 アプル ♀ よこはま動物園 糞 プロジェステロン 

プレグナンジオール 

エストラジオール 17β 

オカピ ビディ ♀ よこはま動物園 糞 プレグナンジオール 

キリン ミルク ♀ 金沢動物園 糞 プロジェステロン 

キリン キリリン ♀ 金沢動物園 糞 プロジェステロン 

オオツノヒツジ No.37  エコ ♀ 金沢動物園 糞 プロジェステロン 

プレグナンジオール 

オオツノヒツジ No.53 チャグ ♀ 金沢動物園 糞 プロジェステロン 

プレグナンジオール 

オオツノヒツジ No.57 ザビコ ♀ 金沢動物園 糞 プロジェステロン 

プレグナンジオール 

クロサイ No.1 ローラ ♀ 金沢動物園 糞 プロジェステロン 

 

ミゾゴイ  ♂ 繁殖センター 糞 テストステロン 



図１ スマトラトラ No.4 ♀ デル 
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図２ ウンピョウ No.17 ♀イーナ 

  

 

 

 



図３ ウンピョウ No.23 ♀ マリン 

 

図４ オカピ ♀ ビディ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図５ テングザル No.1 ♀ キナンティ 

 

 

図６ テングザル No.3 ♀ アプル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図７ キリン ♀ ミルク 

 

図８－１ キリン ♀ キリリン 

 

 

 

 

 



図８－２ キリン ♀ キリリン 

 

図９－1 オオツノヒツジ No.37 ♀ エコ 

 

 

 



図９－２ オオツノヒツジ No.37 ♀ エコ 

 

図１０－１ オオツノヒツジ No.53 ♀ チャグ 

 

 

 

 



図１０－２ オオツノヒツジ No.53 ♀ チャグ 

 

図１１－１ オオツノヒツジ No.57 ♀ ザビコ 

 

 

 

 



図１１－２ オオツノヒツジ No.57 ♀ ザビコ 

 

図１２ クロサイ No.1 ♀ ローラ 

 

 



2   配偶子および体組織の凍結保存 

（一部 3 園共同研究） 

平成 26 年度は、哺乳類 10 種、鳥類 1 種類の精液の凍結保存を試み、そのうち 4 種の精液を

凍結保存した。死亡個体の精巣上体より灌流法で採取した哺乳類の精液は、回収しストローに注

入後、液体窒素下（-196℃）に保存した。鳥類とシロテテナガザルの精液は、マッサージ法によ

り採精により採取し、同様に液体窒素下で凍結保存を行った。 

また、哺乳類 8 種について卵子回収を行なった。しかしすべての検体において良好な卵子を

回収することはできなかった。 

一方、遺伝子保存の一環として、死亡動物の 35 種 52 点（鳥類 15 種 23 点、哺乳類 20 

種 29 点）の体組織（筋肉、肝臓、脾臓）を-80℃下で凍結保存した。 

なお、繁殖センターには平成 11 年以降精子 52 種（ストロー数 1,240 本）、卵子 3 種（ウ 

ンピョウ、アリクイ、インドガウル）、体組織 151 種が凍結保存されている。（27 年 3 月末 

また、平成 26 年４月からは、（公社）日本動物園水族館協会（JAZA）の配偶子バンクを新た

に設置し、全国の動物園の配偶子の保存も開始した。JAZA の配偶子バンク設置は、既存の神戸

大学に加えて国内２か所目である。災害などからの危険分散を目的とする他、全国の貴重資源を

JAZA が所管し動物園への設置を進めることで希少動物の人工繁殖技術・研究の促進を図り、国

内飼育動物種の保存を進めていくことを目的としている。 

 

 
表１  平成 26 年度精子回収状況 

種名 処理日  回収状況 保存状況 

アカカワイノシシ 140708 潅流 ― 
アカカンガルー 141229 潅流 DHK698（グリセリン） 

バーラル 140701 潅流 HYG(グリセリン) 

ヤブイヌ 140715 潅流 ― 

フランソンワルトン 140922 潅流 ― 

コアラ 141127 潅流 HKY（グリセリン） 

オグロワラビー 150125 潅流 ― 
エランド 150204 潅流 HYG(グリセリン) 

ヤブイヌ 150206 

 

潅流 ― 

シロテテナガザル 1505~07 採精 TTE(グリセリン) 

ギンケイ 140605 

 

採精 BPSE(DMSO8％) 

 

 

 

    



表 2 平成 26 年度卵子回収状況     
種名 処理日  回収状況 保存状況  

トウホクノウサギ 140414 ― ―  

オセロット 140422 ― ―  

インドライオン 140716 ― ―  
ヤブイヌ 140708 ― ―  

フタコブラクダ 140524 ― ―  

グラントシマウマ 140911 ― ―  

ゴールデンターキン 141217 ― ―  

ヤブイヌ 150311 ― ―  

 



３ DNA 解析 

（１） 鳥類の雌雄判別 
横浜市立動物園の飼育展示個体については、7 種 35 個体で雌雄判別を実施した。また、

DNA のポジティブコントロール(PC)サンプル採取のため、6 種 18 個体から DNA を抽出し

た。他施設からは 6 種 27 個体の PC サンプルの提供を受けた。 
 
横浜市立動物園鳥類雌雄判別および DNA 抽出件数内訳 

動物園名 種名 羽数 備考 
繁殖センター スバールバルライチョウ 9  

ホオアカトキ 5  
カンムリシロムク 14  

野毛山動物園 クロツラヘラサギ 1  
金沢動物園 アオバネワライカワセミ 6 PC サンプル 
よこはま動物園 フンボルトペンギン 4  

オウギバト 1  
シロフクロウ 2 PC サンプル 
ベニハチクイ 6 PC サンプル 
セイキチョウ 2 PC サンプル 
コウギョクチョウ 2 PC サンプル 
ズグロウロコハタオリ 1 PC サンプル 

 
国内他施設からのポジティブコントロール(PC)サンプル提供件数 
施設名 種名 羽数 備考 
千葉市動物公園 ハワイガン 6 PC サンプル 

シジュウカラガン 5 PC サンプル 
ケープペンギン 2 PC サンプル 
ベニイロフラミンゴ 10 PC サンプル 
ベニコンゴウインコ 3 PC サンプル 
ルリコンゴウインコ 1 PC サンプル 

 
（２）哺乳類の雌雄判別 よこはま動物園の繁殖仔２種の雌雄判別を行った 
種名 使用プライマー 
メガネグマ 318－F/R SMCY-F/R, ZFX-F/R 
ボルネオオランウータン UTX/UTY 



（３）ベニジュケイの親子判定 
平成２６年度によこはま動物園で孵化したベニジュケイ７羽について親子判定を実施し

た。MtDNA の D-loop 領域の塩基配列解析およびマイクロサテライトマーカー３種の遺伝

子型解析を行った結果、７羽中５羽については親子関係を特定できた。 
 

表１ 平成２６年度調査結果（赤字は母親由来の遺伝子） 
    

調査卵 TT32(FAM) TT08(FAM) TT40(FAM) mtDNA 型 母親 父親（候補） 

No1 193 203 169 191 194 194 a 25 36 

No2 203 209 161 193 192 192 a 25 36/38 

No3 196 209 169 191 192 192 a 25 36 

No4 196 209 191 191 192 192 b 37 36 

No5 193 196 169 191 192 194 a 25 36 

No6 203 209 161 169 190 192 a 25 36 

No7 193 209 161 193 192 194 a 25 31/38 

 
表２ 調査個体の親候補個体の遺伝子型 

     
親候補 TT32(FAM) TT08(FAM) TT40(FAM) mtDNA 型 性別 

No25 193 209 169 193 192 194 a ♀ 

No37 209 209 169 191 192 194 b ♀ 

No31 196 209 161 193 194 194 b ♂ 

No34 193 209 169 169 194 194 b ♂ 

No36 196 203 161 191 190 194 b ♂ 

No38 196 209 161 169 194 194 b ♂ 

No42 193 196 169 169 192 194 b ♂ 

 
マイクロサテライト DNA 解析条件は、Wang et al (2009)に準拠。 



４ 大学との共同研究 

 

平成 26 年度、繁殖センターでは以下の大学等研究機関と共同研究を行った。 

 

平成 26 年度共同研究 
 

（１） 岐阜大学応用生物科学部動物繁殖学研究室 

     P2 に記載済 

（２） 神戸大学農学研究科生物多様性利用科学講座 

     希少動物の配偶子保存に関する研究 

（３） 独立行政法人 国立環境研究所生物生態系環境研究センター 

 ホオアカトキの生物資源凍結保存および希少動物の体細胞培養に関する研究 

（４） 名古屋市立大学医学研究科 

霊長類配偶子の凍結保存に関する研究 

（５） 東京都市大学環境学部 

     カグーのホルモン動態や血液成分等に関する研究 

（６）京都大学野生生物研究センター 

    マレーバクの嗅覚情報に関する研究 

（７）広島大学理学研究科付属両生類研究施設分化制御機構研究部門 

 サドガエル等の配偶子保存等に関する研究 

（８）公益財団法人沖縄こどもの国  

    日本産鳥類の検体提供 

（９）公益社団法人日本動物園水族館協会 

    配偶子バンク等事業 

（１０）千葉市動物公園 

     鳥類の検体提供 

（１１）岩手大学獣医病理学研究室 

希少動物の病態解明 

（１２）京都府立大学生命環境科学研究科 

     ライチョウ腸内細菌叢の検索に係る共同学術研究 
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B-05 

Bali Mynah Conservation Project 
 

Eiji ONDA 
 

Preservation and Research Center (PRC), City of YOKOHAMA, JAPAN 

ks-hansyoku@city.yokohama.jp 

 

Abstract: Bali mynah (Leucopsar rothschildi) is the endemic bird in Bali islands and listed up as 

critical endangered species by IUCN. In 2003, Republic of Indonesia and City of YOKOHAMA 

concluded the contract “MEMORANDOM OF UNDERSTANDING BETWEEN THE MINISTRY OF 

FORESTRY OF THE REPUBLIC OF INDONESIA AND THE GOVERNMENT OF THE CITY OF 

YOKOHAMA, JAPAN ON THE PROJECT TO RETURN THE BALI MYNAH TO ITS NATURAL 

HABITAT”. Based on this contract, 125 Bali Mynahs bred in PRC have been returned to Indonesia 

from YOKOHAMA during 2004 - 2013.  

 In addition, PRC perform the technical cooperation project in regards to the breeding technique of 

Bali Mynah, monitoring technique of the birds, DNA analysis technology, and other activities to 

improve their habitat in collaboration with JICA since 2004.  

 Now, Bali Mynah is stably bred in the breeding facility in TNBB. Furthermore, Conservation action 

by the villagers around TNBB was started. In 2013, the birds were released based on new conservation 

plan “GRAND DESIGN”, breeding among the released birds were observed. Furthermore, 

Conservation action by the villagers around TNBB was started. 

 

Key words: Leucopsar rothschildi, TNBB, re-introduction, GRAND DESIGN 
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